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「NTTフィルハーモニー管弦楽団」について
〜 発足経緯及び活動状況のご紹介 〜�

NTTフィルハーモニー管弦楽団（Nフィル）は、
NTTのグループ社員、OB/OG及びその家族で組織す
るオーケストラです。Nフィルの歴史は意外と浅く、
1995年秋に、通研在籍の谷水克行氏が中心になって
「NTTグループ内にオーケストラの一つもあっても良
いのではないか。なければ作るしかない」というごく
自然な動機から結成準備は始まりました。関東近辺在
住のグループ社員は多いので、オーケストラ経験者や、
大学等のOBオケ、市民オケなどで活動中の人も何人
かいるだろうと信じて呼びかけを行い、10月に「NTT
社内オーケストラ結成準備会」を結成しました。準備
会世話人として、当時の取締役保全サービス部長で、
フルート演奏など音楽にも造詣の深い髙島秀行氏にお
願いしました。活動に際しては、「演奏者有志の熱意
を持続することに努力し、NTTを冠とする団体とし
て対外的にも恥ずかしくない音楽団体を目指す」こと
を理念に意識合わせしました。
結成準備会発足後、最初のお披露目として、翌1996

年 4 月10日、初台のNTT本社（当時）内食堂にて、
主に本社ビル勤務の社員に声をかけて社内演奏会
「オーケストラの夕べ」を開催しました。その時の指
揮は、松岡究氏（現在、東京ユニバーサル・フィルハー
モニー管弦楽団常任指揮者）にお願いし、モーツァル
ト交響曲第40番などを演奏しました。その時から、松
岡先生とは今日までの長いおつきあいが始まり、これ
までの定期演奏会の約半数近くのタクトを振る、N
フィルにとっては事実上の「音楽監督」としてご指導
を仰ぐことになりました。
そして1996年 6 月に設立総会を開いて「NTTフィ

ルハーモニー管弦楽団」と命名し、いよいよNフィル
としての正式な活動のスタートを切ることになりまし
た。初代代表および運営委員長として、それぞれ髙島
氏、谷水氏が結成準備会から引き続き就任し陣頭指揮
を執ることになりました。
記念すべき第 1回定期演奏会は、創団翌年の1997年
1 月18日、大井の「きゅりあん」大ホールで開催しま
した。その時の演目は、「ニュルンベルグのマイスター
ジンガー」第一幕前奏曲（ワーグナー）、カルメン組

曲（ビゼー）、交響曲第 1番（ブラームス）でした。
当時の団員数は、既に90名余になっており、弦楽器の
一部に賛助出演を加えただけでほぼ正団員で演奏でき
るまでになっていました。その時改めて（いろんな意
味で）、NTTの人材の豊富さを実感しました。演奏会
の一曲目の松岡先生のタクトの振り降ろしの瞬間、
「やっとここまで来れたんだ」と非常に感慨深いもの
がありました。
その後、年 2回の定期演奏会を活動の柱として、ア
ンサンブル演奏会、老人保健施設への慰問演奏や、関
東病院ロビーコンサート、ユーザ協会主催演奏会、電
電記念式典での演奏など様々な活動を行ってきました。
練習は、隔週土曜日午後、初台のNTT東日本本社（現
在）の食堂で行い、楽譜・譜面台や大型楽器も本社内
倉庫に保管させて頂いています。アマチュアオーケス
トラの活動で一番の悩みは、固定的な練習場所と保管
場所の確保ですが、その点では恵まれた環境で活動を
続けられています。
団員間では、上司・部下の関係になる人もいますが、
楽器演奏時は対等に曲作りに取り組み、練習後の飲み
会では無礼講で和気あいあい音楽談義などに花を咲か
せます。また、小さなお子さんを連れて練習にやって
来る団員もいて、休憩時間や降り番の団員などが相手
をして遊んであげたりと保育所さながらの風景も見受
けられます。
さて、創団 3年目でNフィルの活動も少しずつ軌道
に乗りつつある頃、第 6回定期演奏会（1999年 7 月）
では念願の「第九」を演目に取り上げました。この演
奏会を機にNTTグループの複数の合唱団が結集、さ
らには職場掲示板などで希望者を募り、最終的には
150名余の「NTT第九合唱団」が結成されました。また、
1999年 7 月は奇しくもNTTグループ再編という会社
にとっても大きな変革の時期でもあり、NTTグルー
プの新たな船出と重ねて、オーケストラ、合唱団総勢
300名余のグループ一丸で実現させた定期演奏会でした。
その後も、各指揮者やセクションごとにご指導頂く
トレーナー陣にも恵まれ、大曲や難曲にも果敢に挑戦
してきました。演奏会場も都内、神奈川県の著名な音
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楽ホールで開催できるようなりました。特に第20回、
30回の節目の定期演奏会では、日本の「クラシック音
楽の殿堂」である念願のサントリーホールで開催しま
した。写真は、第30回定期開演直前のサントリーホー
ルステージでの役員・団員全員の集合写真です。
これまで共演したソリスト陣も、藤原真理氏（チェ

ロ）、天満敦子氏（ヴァイオリン）、松崎裕氏（ホルン）、
佐々木典子氏（ソプラノ）、朴久玲氏、宮谷理香氏（ピ
アノ）など超大物も多く、来場客にとって「お目当て」
になるとともに、団員にとっても演奏技術向上のカン
フル剤にもなりました。特に、藤原真理先生とは、過
去 4回も協奏曲で共演させて頂く「常任ソリスト」と
言ったところです。

Nフィルは、非常に多くの方々の有形無形のご支援
を頂き、実力的にも企業オケとして五本の指に入るよ
うになってきました。 2年後には「成人」を迎えます。
これからも、活動全般や演奏技術面でその名に恥じな
い団体としてさらに発展していきたいと考えています。
なお、次回の定期演奏会（第34回）は、2013年11月
30日（土）すみだトリフォニーホールで開催します。
指揮は、角田鋼亮氏、演目はドヴォルザーク交響曲第
7番ほかを予定しています。本拙文を読まれてご興味
を持たれた方やご常連の方は是非ご来場下さい。会場
でお待ちしております。
また、Nフィルでは、定期演奏会に定常的に足を運
ぶことで団の活動に支援頂く「個人後援会」を組織し

ています。会員はチケッ
トを割引価格で購入でき
る特典などがあります。
近年、日比谷同友会の会
員で後援会に加入したり、
定期演奏会に足を運んで
下さる方が増え、企業内
オーケストラとして先輩
OBの方々の応援は大変
心強く感じております。
なお、次回演奏会や個人
後援会手続きなどの詳細
は、Nフィルホームペー
ジ を ご 覧 く だ さ い。
（http://www.nttphil.org/）

・ 日　時  ： 2013年11月30日（土）　開場：13:30　 開演：14:00 

・ 場　所  ： すみだトリフォニーホール 大ホール（JR錦糸町下車）

・ 指　揮  ： 角田 鋼亮 

・ 曲　目  ： A.ドヴォルザーク／交響曲 第7番

　 L.ヤナーチェク／シンフォニエッタ

　　　　 F.リスト／ハンガリー狂詩曲 第2番

・チケット（全自由席 1,500円）のご購入について：チケットぴあにて

・NTTフィルに関する問い合わせ：NTTフィル事務局　info@nttphil.org

NTTフィルハーモニー管弦楽団 第34回定期演奏会の案内
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同友会NTT施設見学
　（NTT東日本ネットワークオペレーションセンタ）
　（NTTファシリティズオペレーションセンタ）

かねて要望が強かったNTT関係の施設見学第一弾
として、 7月 4 日にNTT東日本の通信ネットワーク
の設備やトラヒックを一元的に監視・制御している
NTT東日本ネットワークオペレーションセンタ及び
電力設備と建物をトータルオペレーションしている
NTTファシリティズオペレーションセンタの見学会
を開催しました。
今回の参加者募集では早々に多くの申し込みがあり

会場の関係から途中で締め切らせていただきましたが、
当日参加いただいた31名の皆さんには 2班に分かれ熱
心に見学頂きました。
NTT東日本ネットワークオペレーションセンタ

（NOC）では、まず河野ネットワークオペレーション
事業部長のご挨拶のあと、ビデオによりNOCの業務
概要、電話網や光IP網などの通信ネットワーク設備の
監視制御オペレーション、輻輳時の規制や重要通信の
確保などトラヒックの監視、制御オペレーションにつ
いてレクチャーを受けました。
ついで、2011年の東日本大震災の被災から応急復旧、

全面復旧までのNTTグループあげての取り組みにつ
いて、生々しい当時の写真などがふんだんに入ったビ
デオで紹介いただきました。
震災発生時には300以上の通信ビルが被災し、広域

停電をカバーするための移動電源車も燃料切れ寸前で
タンクローリー車による綱渡りの燃料確保など緊迫し
た懸命の努力がなされ、本復旧までNTT各社並びに
通信建設各社の6500人の総力をあげての結果、 4月末
には復旧完了まで成し遂げられたNTTグループの底
力にあらためて感じ入りました。

説明の後、プレゼンテーションルームのスクリーン
が開くと眼下にNOCオペレーションルームの全貌が
見渡せます。
中央前方の24面の大スクリーンには通信設備や伝送
回線のアラーム状態、トラヒックの推移、地震速報と
の連携などが表示され、ルーム内は設備コントロール
やトラヒックコントロールなど業務分担別に分かれた
各ゾーンで技術者が真剣に取り組んでいます。赤・黄・
青のジャンパーで色分けした技術者がチームワークよ
く業務を進めている状況がわかります。ちなみに赤の
ジャンパーを着た方が一番上位のプロフェッショナル
（社内資格）でチームの指揮をとります。
3000万のユーザを24時間365日支える重要拠点とし
て、日夜業務に励んでいるNOCの現役の皆様の奮闘
ぶりを頼もしく思えました。
ちなみに、大災害に備えてNOC社員190人が 1か月
籠城して復旧にあたれるだけの食料や水などを当ビル
内に備蓄しているそうです。
NTTファシリティズオペレーションセンタ（FOC）
では、河内所長からスライドにより電力・エネルギー
設備のオペレーション、建物の空調設備やセキュリ
ティの建物オペレーションサービス、オンサイトの全
国180 ヶ所のサービスセンタとの連携・チームワーク
による早期の復旧体制、そして実際にこれらのトータ
ルオペレーションを実現するために一番重要な「人の
力」の強みを生かすためエキスパートの皆さんが
「SOKO力」（底力）を合言葉に業務に取り組んでおら
れる様子を説明いただきました。
また最近ではこのオペレーション技術をベースに
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NTTグループ以外のお客様の設備監視サービスにも
力を入れているとのことです。
説明の後、オペレーションセンタ（ルーム）で電力、

建物各オペレーションの各グループが業務を行ってい
る状況を見せて頂きました。
未来の操縦席を思わせるコマンダーシートと呼ぶ指

令席には、見学参加者も座らせていただき、非常時に
緊迫感と責任感を持って指揮する実感を味わっていた
だけたのではないでしょうか。
両センタでは参加者から多くの質問が出され、NOC

におけるNTT東日本とNTTコミュニケーションズと
の全国オペレーションの役割・連携、NOCとFOCの
協力体制例えば非常災害時の通信設備被災把握と移動
電源車の適正配置手配の一体化など流石に専門家OB
ならではの内容でした。
トータル 2時間の見学でしたが、参加者の皆様には

最新のネットワークオペレーション、ファシリティー

ズオペレーションの現状を見学、体感いただき、通信
ネットワークを守り続けるNTTグループの伝統的な
DNAが引き継がれていることに安心感と信頼感を感
じていただけたものと思います。

（サービス委員　山本　武）
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